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　私は、元々は都市計画のよう

な制度ではなくアーバンデザイ

ンを専門とし、都市空間の設計

や景観デザイン、まちづくりを

手掛けていました。しかし、ま

ちづくりを実践する中で、空間

のデザインに先行してアクティ

ビティ（取り組みや活動のこと）

をデザインする必要があると感

じるようになりました。以来、

アーバンデザインではなくアー

バンアクティビティデザインを

提唱し、実践しています。

　今回の講演会では、関わった

プロジェクトや参考事例を紹介

しながら、まちづくりにおいて

アクティビティをデザインするこ

との大切さを話そうと思います。

information 第 10 回　金山夏まつり（主催 金山橋連合商店街振興組合）

今年で 10 回目を迎える「金山夏まつり」。毎年、商店街の皆さんの熱意により多種多様な

趣向で皆さんをお迎えしています !!

「第 10 回」という記念すべき年。ご家族お誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください !!

●日　時：平成 27 年 8 月 1 日（土）・2 日（日）

●場　所：日本特殊陶業市民会館（メイン会場）、音楽プラザ、アスナル金山、その他

第 6 回　金山ナイト盆おどり（主催 金山商店街振興組合）

ホテルの宴会場で開催される日本一 (!?) 快適な盆踊り。食べて !! 飲んで !! 踊って !! の

大盛り上がり !!!!（グルメも食す価値アリ !!）ぜひ、ご来場ください。

●日　時：平成 27 年 8 月 3 日（月）・4 日（火）　17:30 ～ 21:00
●場　所：ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋 7 階大宴会場

●その他：入場券（1,200 円 /700 円のチケット付）が必要です。（前売り券 1,000 円好評発売中 !!）

本日の先生：　服部　敦　さん　

中部大学工学部都市建設工学科教授
1967 年愛知県犬山市生まれ。工学博士。
東京大学工学部都市工学科卒業。建設省を
経て、内閣官房・内閣府で特区・地域再生
を担当。2007 年に退官し、以来現職。
都市計画、都市デザインに関する教育・研
究のかたわら、各地のまちづくりのプロジェ
クトに企画、マネジメントの立場で参加。
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―アクティビティを

情報デザインにつなげる

　春日井市にある高蔵寺ニュー

タウンは、戦後日本を代表する

三大ニュータウン開発の一つで

す。この頃に開発されたニュー

タウンでは、現在、高齢化やゴー

ストタウン化が危惧されている

ものもありますが、高蔵寺ニュー

タウンにおいては、まだそんな

段階にはいたっていません。た

だ、新しい人が入ってこないと

いう問題は生じています。今、

高蔵寺には住宅地としてのブラ

ンド的魅力がなくなってきてい

るので、このままにしておくと、

まちとしての活気が失われるこ

とが危ぶまれます。

　私は春日井市の市政アドバイ

ザーとして、この高蔵寺ニュー

タウンの再生計画に携わってい

ます。まず、プランを作る前に、

関係者をつなぎ合わせるところ

からスタートしました。中学校

区単位で「まち語りサロン」を

開催して、地域の方々の声を聴

いて回りました。また UR 都市機

構や春日井市役所の間で、まち

づくりに関する覚書を交わして

います。人をつなげるために２

年余りを費やしましたが、関係

者がつながって一体感がでてき

たところで初めてマスタープラ

ンを作り始められるのです。

　次なる一歩としては、小学校

の統廃合によって生まれた空き

施設を活用してまちづくりの拠

点をつくることを考えています。

そこを運営する「まちづくり会

私たちは今、なぜこの金山地区のまちづくりを考えようとしているのでしょうか？

日本各地には、シャッター街になってしまった商店街や空き家になってしまった住宅地の話がちらほら。

しかし、金山のまちはこのままでも十分楽しく、便利です。

しかも、道を一筋入れば、静けささえも感じることができます。

ではなぜ今、まちづくりについて考えるのでしょう？　漠然とした焦燥感からでしょうか？

本日は中部大学の服部敦教授をむかえて、その答えを探そうと思います。

Urban Activity Design

社」を民間と行政の資本をいれ

て立ち上げる計画をしています。

このまちづくり会社が高蔵寺

ニュータウンのアーバンデザイ

ンセンターになるように、まず

は多様なアクティビティの創出

の場として成長させ、施設をは

じめ、まちの空間デザインにつ

なげていくことを目指します。

情報化してまちのブランドイ

メージをあげていくことは重要

ですからロゴマークを作ってイ
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や電動バイクなどを共同利用す

るシステムである『モビリティ・

シェアリング実証実験』等々。

これだけ多くのプロジェクトが

次々と立ち上がり実施できてい

るのは、民間企業による資本投

資や人的支援などの全面的後押

しがあったからこそです。

　UDCK では「この街では面白い

ことが起きる」という都市のブ

ランドイメージを立ち上げて、

デザインし、対外的に情報発信

することに力を入れていますが、

これこそが UDCK で複数のプロ

ジェクトがすすんだ要因なので

す。また、こうした多様なアク

ティビティが生じた結果、みん

なが活動する空間が必要とされ

るようになり、空間設計へとつ

ながっているのです。

―つなぐ・情報化する

　この二つのまちづくりの拠点

にみられるように、関係者をつ

なぎ、プロジェクトをデザイン

するとともに情報化して発信を

することが、多様なアクティビ

ティを絶えず創出する秘訣なの

だと考えられます。

　さて、ここからは私の最新プ

ロジェクトである、まちづくり

についてのお話です。

　まずは、まちづくりの拠点と

なっている二つの施設について

のお話です。

ちの計画なのではなく、リニア

インパクトによる流入人口増加

を見据えた名古屋大都市圏全体

に影響を与える構想なのです。

　まちづくりを考える際には、

「駅周辺施設の老朽化」や「公園

の整備」などといった地域の事

情から発想していては駄目です。

自分たちのまちが活性化したと

きに、周りの地域にどのような

影響を与えるのかということを

見つけ、アピールすることが大

事なのです。これこそが「まち

づくりの大義」になるのです。

―金山のまちづくりの大義

を考える

　金山のまちづくりを考えるに

おいても、金山が名古屋大都市

圏においてどのような役割を担

うべきかということ、すなわち

「まちづくりの大義」を見つけて

いかなければいけません。その

際にヒントとなるのが、金山の

地形的、都市構造的特性です。

　金山は名古屋城と熱田を結ぶ

都市軸上にあり、熱田台地とい

う安定した地盤を持ち、鉄道交

通網の結節点に位置付けられて

います。こうした「名古屋のへそ」

とも言える都市構造的特性が、

金山の「まちづくりの大義」を

みつける上での切り口になるの

ではないでしょうか。

―最後に
    

　金山のように既に成熟した街

が未来を見据えたとき、より良

い空間をつくるためにはどうす

ればよいのでしょうか。どんな

建物をつくり、どんな道を通す

のかということよりも前に、金

山にどんなアクテビティが必要

かという発想をすることが重要

です。様々なアクテビティが立

ち上がり、そのアクテビティに

見合った空間にまちをつくり変

えていくことが大切なのです。

(柏の葉アーバンデザインセンター）
UDCK

( せんだいメディアテーク）
smt

高蔵寺
リ・ニュータウン

+ （cross point)
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Node

NODE

―アクティビティを

空間デザインにつなげる

　UDCK は千葉県のつくばエクス

プレス柏の葉キャンパス駅前地

区のまちづくりに関わるセン

ターです。つくばエクスプレス

の駅が建設されただけの更地状

態だったこのエリアに、まちづ

くりの仕掛けとして UDCK が

2006 年に設立されました。　　

　UDCK では、公共・民間・大学

の連携をはかり（図 1）、研究や

学習、エリアデザインやエリア

マネジメント、事業創出など数

多くのプロジェクトが同時並行

的に手掛けられています（図 2）。

子どもがまちなかで職業体験を

通じてまちの運営を学ぶ『ピノ

キオプロジェクト』や、自転車

　smt は図書館を中心として、

ギャラリー、プラザ、スタジオ

等から構成された仙台市内にあ

る複合施設です。この施設にも

多様な人々が集まり、数多くの

活動が行われていますが、最新

メディアを駆使しながらこれら

の活動を情報発信している実験

性こそが smt の特徴です。まさ

に、メディアを実体験する博物

館。

　近年では、観たり聴いたりす

るだけでなく、博物館が持って

いる情報収集機能を活かして分

析や発信をするまちづくりの拠

点施設が増えてきましたが、smt

はその先駆けの一つといえるで

しょう。

　smtもUDCKと同じように様々

なアクティビティを生み出して

いますが、こうしたすべてのプ

ロジェクトにアイコンやロゴ

マークが作られています（図 3）。

こうして活動にロゴマークを与

えてシンボル化し、みんなで共

有することがプロジェクトには

大切なのです。

―アクティビティから

まちを再生する
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　私が小学生だった頃、月に一回、犬山

から いりなか の教会に通っていたんで

すよ。金山橋にあるバス停を利用してい

たんですが、バス停の前にあやしい屋台

があってね。マムシとかトカゲを焼いた

のとかを売っていたんです。

　これが「金山」の強烈な印象として残っ

ていますね。

　当時から金山はいろんな文化が

集まる異文化交流の結節点だった

のかな。

金山の想い出

図 3　smt で行われている
プロジェクトのロゴマーク

【smt HP より転載】 メージを共有していくことも重

要になってきます。

―まちづくりの大義

　今この地域のまちづくりを考

えるうえで、リニアインパクト

を抜きに語ることはできません。

　2027 年のリニア開通に向け

て、名古屋が単なる通過点にな

らないで、人がこの地域に留ま

るようにするためには、周辺地

域を含めた名古屋大都市圏の魅

力を高めなくてはいけません。

　高蔵寺ニュータウンにおいて

は、この名古屋大都市圏の住宅

地としての地域ブランドを形成

することが、まちの再生の切り

口になってくるのだと思ってい

ます。そのためにも、周辺の桃

花台や志段味とも連携すること

で、郊外住宅地エリアとしてブ

ランドを確立することが重要に

なってきます。これは一つのま

公共 民間 大学× ×

柏市

千葉県

柏市まちづくり公社

東京大学

千葉大学

柏商工会議所
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三井不動産

首都圏新都市鉄道

図 1　UDCK の組織イメージ
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　この会の立ち上げにあたっては、この地

区の事情が大きく関わっていたことは否定

のしようがありません。今回、服部先生の

お話を聴いて心に突き刺さりました。気持

ちを新たに歩を進めようと決意しました。

　紙面には記載されていませんが、服部先

生のお話の中で UDCK の創設者でもある北

沢猛氏のことが触れられました。UDCK の

ホームページには、北沢氏によるアーバン

デザインセンターの構想が出ています。

ぜひご覧ください。

UDCK HP http://www.udck.jp/

ｓｍｔHP http://www.smt.jp/

Editor’ s Note

Introduction

金山地区のまちづくりを語る会 事務局（公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

担当：経営企画室　戸田・近藤　TEL 052(222)2315

第 3回   金山地区のまちづくりを語る会 開催のご案内

金山のまちづくりを語る会 が、

金山のまちづくりに関わる皆さんにとっての

「交流や情報の結節点」でありたい。

次々と新たな活動が生まれるような、

「創造力の結節点」といえる場でありたい。

そんな願いを込めて、本誌の名前を

『NODE　【結節】』としました。

◆ 日　時 ：  平成 27 年 9月 2日（水）　午後 3時 30 分から午後 5時 30 分まで

◆ 場　所 ：  名古屋都市センター 11 階　ホール  　中区金山町 1丁目 1番（金山南ビル）

　　　　　  ※ 金山南ビル内中央にあるシースルーエレベーターをご利用ください。

◆ 内　容 ：  ① 各団体のまちづくり活動について（情報交換）

　　　　      ② WS「いま考える　わたしたちの金山」（仮題）

　　　　　       ファシリテーター：パブリックハーツ株式会社　水谷　香織　さん

◆ その他 ： 当会終了後に交流会を予定しています。併せてご参加ください。

　　　　　時　間：午後 5時 45 分から　　会　費：3500 円

　今回の語る会は、まちの核になる「文化施設」にスポッ

トライトをあてました。そこで、語る会の参加メンバー

である下記の施設の方々から、それぞれの活動について

お話を頂きました。

◆名古屋フィルハーモニー交響楽団

　嶌村　麻美子　氏

◆名古屋ボストン美術館

　小嶋　浩嗣　氏

◆名古屋都市センター

　加賀谷　歩三　氏

　6 月 15 日に開催された名古屋市の『第一回金山駅周辺

まちづくり構想懇談会』の報告がありました。

◆名古屋市住宅都市局まちづくり企画課

　田村　正史　氏

　なお、2015 年は名古屋フィルハーモニー交響楽団が

創立 50 周年を迎えるそうです。金山に集う仲間として

一緒に盛り立てていきましょう！

今回は参加者の皆さんと一緒に、気軽に

金山のまちのことを話し合いたいと考え

ています！

皆さんのご参加をお待ちしています！
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な制度ではなくアーバンデザイ

ンを専門とし、都市空間の設計

や景観デザイン、まちづくりを
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しながら、まちづくりにおいて
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との大切さを話そうと思います。

information 第 10 回　金山夏まつり（主催 金山橋連合商店街振興組合）

今年で 10 回目を迎える「金山夏まつり」。毎年、商店街の皆さんの熱意により多種多様な

趣向で皆さんをお迎えしています !!

「第 10 回」という記念すべき年。ご家族お誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください !!
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●場　所：日本特殊陶業市民会館（メイン会場）、音楽プラザ、アスナル金山、その他

第 6 回　金山ナイト盆おどり（主催 金山商店街振興組合）

ホテルの宴会場で開催される日本一 (!?) 快適な盆踊り。食べて !! 飲んで !! 踊って !! の

大盛り上がり !!!!（グルメも食す価値アリ !!）ぜひ、ご来場ください。
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●場　所：ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋 7 階大宴会場

●その他：入場券（1,200 円 /700 円のチケット付）が必要です。（前売り券 1,000 円好評発売中 !!）

本日の先生：　服部　敦　さん　

中部大学工学部都市建設工学科教授
1967 年愛知県犬山市生まれ。工学博士。
東京大学工学部都市工学科卒業。建設省を
経て、内閣官房・内閣府で特区・地域再生
を担当。2007 年に退官し、以来現職。
都市計画、都市デザインに関する教育・研
究のかたわら、各地のまちづくりのプロジェ
クトに企画、マネジメントの立場で参加。
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―アクティビティを

情報デザインにつなげる

　春日井市にある高蔵寺ニュー

タウンは、戦後日本を代表する

三大ニュータウン開発の一つで

す。この頃に開発されたニュー

タウンでは、現在、高齢化やゴー

ストタウン化が危惧されている

ものもありますが、高蔵寺ニュー

タウンにおいては、まだそんな

段階にはいたっていません。た

だ、新しい人が入ってこないと

いう問題は生じています。今、

高蔵寺には住宅地としてのブラ

ンド的魅力がなくなってきてい

るので、このままにしておくと、

まちとしての活気が失われるこ

とが危ぶまれます。

　私は春日井市の市政アドバイ

ザーとして、この高蔵寺ニュー

タウンの再生計画に携わってい

ます。まず、プランを作る前に、

関係者をつなぎ合わせるところ

からスタートしました。中学校

区単位で「まち語りサロン」を

開催して、地域の方々の声を聴

いて回りました。また UR 都市機

構や春日井市役所の間で、まち

づくりに関する覚書を交わして

います。人をつなげるために２

年余りを費やしましたが、関係

者がつながって一体感がでてき

たところで初めてマスタープラ

ンを作り始められるのです。

　次なる一歩としては、小学校

の統廃合によって生まれた空き

施設を活用してまちづくりの拠

点をつくることを考えています。

そこを運営する「まちづくり会

私たちは今、なぜこの金山地区のまちづくりを考えようとしているのでしょうか？

日本各地には、シャッター街になってしまった商店街や空き家になってしまった住宅地の話がちらほら。

しかし、金山のまちはこのままでも十分楽しく、便利です。

しかも、道を一筋入れば、静けささえも感じることができます。

ではなぜ今、まちづくりについて考えるのでしょう？　漠然とした焦燥感からでしょうか？

本日は中部大学の服部敦教授をむかえて、その答えを探そうと思います。

Urban Activity Design

社」を民間と行政の資本をいれ

て立ち上げる計画をしています。

このまちづくり会社が高蔵寺

ニュータウンのアーバンデザイ

ンセンターになるように、まず

は多様なアクティビティの創出

の場として成長させ、施設をは

じめ、まちの空間デザインにつ

なげていくことを目指します。

情報化してまちのブランドイ

メージをあげていくことは重要

ですからロゴマークを作ってイ
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や電動バイクなどを共同利用す

るシステムである『モビリティ・

シェアリング実証実験』等々。

これだけ多くのプロジェクトが

次々と立ち上がり実施できてい

るのは、民間企業による資本投

資や人的支援などの全面的後押

しがあったからこそです。

　UDCK では「この街では面白い

ことが起きる」という都市のブ

ランドイメージを立ち上げて、

デザインし、対外的に情報発信

することに力を入れていますが、

これこそが UDCK で複数のプロ

ジェクトがすすんだ要因なので

す。また、こうした多様なアク

ティビティが生じた結果、みん

なが活動する空間が必要とされ

るようになり、空間設計へとつ

ながっているのです。

―つなぐ・情報化する

　この二つのまちづくりの拠点

にみられるように、関係者をつ

なぎ、プロジェクトをデザイン

するとともに情報化して発信を

することが、多様なアクティビ

ティを絶えず創出する秘訣なの

だと考えられます。

　さて、ここからは私の最新プ

ロジェクトである、まちづくり

についてのお話です。

　まずは、まちづくりの拠点と

なっている二つの施設について

のお話です。

ちの計画なのではなく、リニア

インパクトによる流入人口増加

を見据えた名古屋大都市圏全体

に影響を与える構想なのです。

　まちづくりを考える際には、

「駅周辺施設の老朽化」や「公園

の整備」などといった地域の事

情から発想していては駄目です。

自分たちのまちが活性化したと

きに、周りの地域にどのような

影響を与えるのかということを

見つけ、アピールすることが大

事なのです。これこそが「まち

づくりの大義」になるのです。

―金山のまちづくりの大義

を考える

　金山のまちづくりを考えるに

おいても、金山が名古屋大都市

圏においてどのような役割を担

うべきかということ、すなわち

「まちづくりの大義」を見つけて

いかなければいけません。その

際にヒントとなるのが、金山の

地形的、都市構造的特性です。

　金山は名古屋城と熱田を結ぶ

都市軸上にあり、熱田台地とい

う安定した地盤を持ち、鉄道交

通網の結節点に位置付けられて

います。こうした「名古屋のへそ」

とも言える都市構造的特性が、

金山の「まちづくりの大義」を

みつける上での切り口になるの

ではないでしょうか。

―最後に
    

　金山のように既に成熟した街

が未来を見据えたとき、より良

い空間をつくるためにはどうす

ればよいのでしょうか。どんな

建物をつくり、どんな道を通す

のかということよりも前に、金

山にどんなアクテビティが必要

かという発想をすることが重要

です。様々なアクテビティが立

ち上がり、そのアクテビティに

見合った空間にまちをつくり変

えていくことが大切なのです。

(柏の葉アーバンデザインセンター）
UDCK

( せんだいメディアテーク）
smt

高蔵寺
リ・ニュータウン

+ （cross point)

Node
Node

NODE

―アクティビティを

空間デザインにつなげる

　UDCK は千葉県のつくばエクス

プレス柏の葉キャンパス駅前地

区のまちづくりに関わるセン

ターです。つくばエクスプレス

の駅が建設されただけの更地状

態だったこのエリアに、まちづ

くりの仕掛けとして UDCK が

2006 年に設立されました。　　

　UDCK では、公共・民間・大学

の連携をはかり（図 1）、研究や

学習、エリアデザインやエリア

マネジメント、事業創出など数

多くのプロジェクトが同時並行

的に手掛けられています（図 2）。

子どもがまちなかで職業体験を

通じてまちの運営を学ぶ『ピノ

キオプロジェクト』や、自転車

　smt は図書館を中心として、

ギャラリー、プラザ、スタジオ

等から構成された仙台市内にあ

る複合施設です。この施設にも

多様な人々が集まり、数多くの

活動が行われていますが、最新

メディアを駆使しながらこれら

の活動を情報発信している実験

性こそが smt の特徴です。まさ

に、メディアを実体験する博物

館。

　近年では、観たり聴いたりす

るだけでなく、博物館が持って

いる情報収集機能を活かして分

析や発信をするまちづくりの拠

点施設が増えてきましたが、smt

はその先駆けの一つといえるで

しょう。

　smtもUDCKと同じように様々

なアクティビティを生み出して

いますが、こうしたすべてのプ

ロジェクトにアイコンやロゴ

マークが作られています（図 3）。

こうして活動にロゴマークを与

えてシンボル化し、みんなで共

有することがプロジェクトには

大切なのです。

―アクティビティから

まちを再生する

+ ross point
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　私が小学生だった頃、月に一回、犬山

から いりなか の教会に通っていたんで

すよ。金山橋にあるバス停を利用してい

たんですが、バス停の前にあやしい屋台

があってね。マムシとかトカゲを焼いた

のとかを売っていたんです。

　これが「金山」の強烈な印象として残っ

ていますね。

　当時から金山はいろんな文化が

集まる異文化交流の結節点だった

のかな。

金山の想い出

図 3　smt で行われている
プロジェクトのロゴマーク

【smt HP より転載】 メージを共有していくことも重

要になってきます。

―まちづくりの大義

　今この地域のまちづくりを考

えるうえで、リニアインパクト

を抜きに語ることはできません。

　2027 年のリニア開通に向け

て、名古屋が単なる通過点にな

らないで、人がこの地域に留ま

るようにするためには、周辺地

域を含めた名古屋大都市圏の魅

力を高めなくてはいけません。

　高蔵寺ニュータウンにおいて

は、この名古屋大都市圏の住宅

地としての地域ブランドを形成

することが、まちの再生の切り

口になってくるのだと思ってい

ます。そのためにも、周辺の桃

花台や志段味とも連携すること

で、郊外住宅地エリアとしてブ

ランドを確立することが重要に

なってきます。これは一つのま

公共 民間 大学× ×

柏市

千葉県

柏市まちづくり公社

東京大学

千葉大学

柏商工会議所

田中地域ふるさと協議会

三井不動産

首都圏新都市鉄道

図 1　UDCK の組織イメージ
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　この会の立ち上げにあたっては、この地

区の事情が大きく関わっていたことは否定

のしようがありません。今回、服部先生の

お話を聴いて心に突き刺さりました。気持

ちを新たに歩を進めようと決意しました。

　紙面には記載されていませんが、服部先

生のお話の中で UDCK の創設者でもある北

沢猛氏のことが触れられました。UDCK の

ホームページには、北沢氏によるアーバン

デザインセンターの構想が出ています。

ぜひご覧ください。

UDCK HP http://www.udck.jp/

ｓｍｔHP http://www.smt.jp/

Editor’ s Note

Introduction

金山地区のまちづくりを語る会 事務局（公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

担当：経営企画室　戸田・近藤　TEL 052(222)2315

第 3回   金山地区のまちづくりを語る会 開催のご案内

金山のまちづくりを語る会 が、

金山のまちづくりに関わる皆さんにとっての

「交流や情報の結節点」でありたい。

次々と新たな活動が生まれるような、

「創造力の結節点」といえる場でありたい。

そんな願いを込めて、本誌の名前を

『NODE　【結節】』としました。

◆ 日　時 ：  平成 27 年 9月 2日（水）　午後 3時 30 分から午後 5時 30 分まで

◆ 場　所 ：  名古屋都市センター 11 階　ホール  　中区金山町 1丁目 1番（金山南ビル）

　　　　　  ※ 金山南ビル内中央にあるシースルーエレベーターをご利用ください。

◆ 内　容 ：  ① 各団体のまちづくり活動について（情報交換）

　　　　      ② WS「いま考える　わたしたちの金山」（仮題）

　　　　　       ファシリテーター：パブリックハーツ株式会社　水谷　香織　さん

◆ その他 ： 当会終了後に交流会を予定しています。併せてご参加ください。

　　　　　時　間：午後 5時 45 分から　　会　費：3500 円

　今回の語る会は、まちの核になる「文化施設」にスポッ

トライトをあてました。そこで、語る会の参加メンバー

である下記の施設の方々から、それぞれの活動について

お話を頂きました。

◆名古屋フィルハーモニー交響楽団

　嶌村　麻美子　氏

◆名古屋ボストン美術館

　小嶋　浩嗣　氏

◆名古屋都市センター

　加賀谷　歩三　氏

　6 月 15 日に開催された名古屋市の『第一回金山駅周辺

まちづくり構想懇談会』の報告がありました。

◆名古屋市住宅都市局まちづくり企画課

　田村　正史　氏

　なお、2015 年は名古屋フィルハーモニー交響楽団が

創立 50 周年を迎えるそうです。金山に集う仲間として

一緒に盛り立てていきましょう！

今回は参加者の皆さんと一緒に、気軽に

金山のまちのことを話し合いたいと考え

ています！

皆さんのご参加をお待ちしています！
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図 2　UDCK で行われたプロジェクト
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　私は、元々は都市計画のよう

な制度ではなくアーバンデザイ

ンを専門とし、都市空間の設計

や景観デザイン、まちづくりを

手掛けていました。しかし、ま

ちづくりを実践する中で、空間

のデザインに先行してアクティ

ビティ（取り組みや活動のこと）

をデザインする必要があると感

じるようになりました。以来、

アーバンデザインではなくアー

バンアクティビティデザインを

提唱し、実践しています。

　今回の講演会では、関わった

プロジェクトや参考事例を紹介

しながら、まちづくりにおいて

アクティビティをデザインするこ

との大切さを話そうと思います。

information 第 10 回　金山夏まつり（主催 金山橋連合商店街振興組合）

今年で 10 回目を迎える「金山夏まつり」。毎年、商店街の皆さんの熱意により多種多様な

趣向で皆さんをお迎えしています !!

「第 10 回」という記念すべき年。ご家族お誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください !!

●日　時：平成 27 年 8 月 1 日（土）・2 日（日）

●場　所：日本特殊陶業市民会館（メイン会場）、音楽プラザ、アスナル金山、その他

第 6 回　金山ナイト盆おどり（主催 金山商店街振興組合）

ホテルの宴会場で開催される日本一 (!?) 快適な盆踊り。食べて !! 飲んで !! 踊って !! の

大盛り上がり !!!!（グルメも食す価値アリ !!）ぜひ、ご来場ください。

●日　時：平成 27 年 8 月 3 日（月）・4 日（火）　17:30 ～ 21:00
●場　所：ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋 7 階大宴会場

●その他：入場券（1,200 円 /700 円のチケット付）が必要です。（前売り券 1,000 円好評発売中 !!）

本日の先生：　服部　敦　さん　

中部大学工学部都市建設工学科教授
1967 年愛知県犬山市生まれ。工学博士。
東京大学工学部都市工学科卒業。建設省を
経て、内閣官房・内閣府で特区・地域再生
を担当。2007 年に退官し、以来現職。
都市計画、都市デザインに関する教育・研
究のかたわら、各地のまちづくりのプロジェ
クトに企画、マネジメントの立場で参加。
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―アクティビティを

情報デザインにつなげる

　春日井市にある高蔵寺ニュー

タウンは、戦後日本を代表する

三大ニュータウン開発の一つで

す。この頃に開発されたニュー

タウンでは、現在、高齢化やゴー

ストタウン化が危惧されている

ものもありますが、高蔵寺ニュー

タウンにおいては、まだそんな

段階にはいたっていません。た

だ、新しい人が入ってこないと

いう問題は生じています。今、

高蔵寺には住宅地としてのブラ

ンド的魅力がなくなってきてい

るので、このままにしておくと、

まちとしての活気が失われるこ

とが危ぶまれます。

　私は春日井市の市政アドバイ

ザーとして、この高蔵寺ニュー

タウンの再生計画に携わってい

ます。まず、プランを作る前に、

関係者をつなぎ合わせるところ

からスタートしました。中学校

区単位で「まち語りサロン」を

開催して、地域の方々の声を聴

いて回りました。また UR 都市機

構や春日井市役所の間で、まち

づくりに関する覚書を交わして

います。人をつなげるために２

年余りを費やしましたが、関係

者がつながって一体感がでてき

たところで初めてマスタープラ

ンを作り始められるのです。

　次なる一歩としては、小学校

の統廃合によって生まれた空き

施設を活用してまちづくりの拠

点をつくることを考えています。

そこを運営する「まちづくり会

私たちは今、なぜこの金山地区のまちづくりを考えようとしているのでしょうか？

日本各地には、シャッター街になってしまった商店街や空き家になってしまった住宅地の話がちらほら。

しかし、金山のまちはこのままでも十分楽しく、便利です。

しかも、道を一筋入れば、静けささえも感じることができます。

ではなぜ今、まちづくりについて考えるのでしょう？　漠然とした焦燥感からでしょうか？

本日は中部大学の服部敦教授をむかえて、その答えを探そうと思います。

Urban Activity Design

社」を民間と行政の資本をいれ

て立ち上げる計画をしています。

このまちづくり会社が高蔵寺

ニュータウンのアーバンデザイ

ンセンターになるように、まず

は多様なアクティビティの創出

の場として成長させ、施設をは

じめ、まちの空間デザインにつ

なげていくことを目指します。

情報化してまちのブランドイ

メージをあげていくことは重要

ですからロゴマークを作ってイ
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や電動バイクなどを共同利用す

るシステムである『モビリティ・

シェアリング実証実験』等々。

これだけ多くのプロジェクトが

次々と立ち上がり実施できてい

るのは、民間企業による資本投

資や人的支援などの全面的後押

しがあったからこそです。

　UDCK では「この街では面白い

ことが起きる」という都市のブ

ランドイメージを立ち上げて、

デザインし、対外的に情報発信

することに力を入れていますが、

これこそが UDCK で複数のプロ

ジェクトがすすんだ要因なので

す。また、こうした多様なアク

ティビティが生じた結果、みん

なが活動する空間が必要とされ

るようになり、空間設計へとつ

ながっているのです。

―つなぐ・情報化する

　この二つのまちづくりの拠点

にみられるように、関係者をつ

なぎ、プロジェクトをデザイン

するとともに情報化して発信を

することが、多様なアクティビ

ティを絶えず創出する秘訣なの

だと考えられます。

　さて、ここからは私の最新プ

ロジェクトである、まちづくり

についてのお話です。

　まずは、まちづくりの拠点と

なっている二つの施設について

のお話です。

ちの計画なのではなく、リニア

インパクトによる流入人口増加

を見据えた名古屋大都市圏全体

に影響を与える構想なのです。

　まちづくりを考える際には、

「駅周辺施設の老朽化」や「公園

の整備」などといった地域の事

情から発想していては駄目です。

自分たちのまちが活性化したと

きに、周りの地域にどのような

影響を与えるのかということを

見つけ、アピールすることが大

事なのです。これこそが「まち

づくりの大義」になるのです。

―金山のまちづくりの大義

を考える

　金山のまちづくりを考えるに

おいても、金山が名古屋大都市

圏においてどのような役割を担

うべきかということ、すなわち

「まちづくりの大義」を見つけて

いかなければいけません。その

際にヒントとなるのが、金山の

地形的、都市構造的特性です。

　金山は名古屋城と熱田を結ぶ

都市軸上にあり、熱田台地とい

う安定した地盤を持ち、鉄道交

通網の結節点に位置付けられて

います。こうした「名古屋のへそ」

とも言える都市構造的特性が、

金山の「まちづくりの大義」を

みつける上での切り口になるの

ではないでしょうか。

―最後に
    

　金山のように既に成熟した街

が未来を見据えたとき、より良

い空間をつくるためにはどうす

ればよいのでしょうか。どんな

建物をつくり、どんな道を通す

のかということよりも前に、金

山にどんなアクテビティが必要

かという発想をすることが重要

です。様々なアクテビティが立

ち上がり、そのアクテビティに

見合った空間にまちをつくり変

えていくことが大切なのです。

(柏の葉アーバンデザインセンター）
UDCK

( せんだいメディアテーク）
smt

高蔵寺
リ・ニュータウン

+ （cross point)

Node
Node

NODE

―アクティビティを

空間デザインにつなげる

　UDCK は千葉県のつくばエクス

プレス柏の葉キャンパス駅前地

区のまちづくりに関わるセン

ターです。つくばエクスプレス

の駅が建設されただけの更地状

態だったこのエリアに、まちづ

くりの仕掛けとして UDCK が

2006 年に設立されました。　　

　UDCK では、公共・民間・大学

の連携をはかり（図 1）、研究や

学習、エリアデザインやエリア

マネジメント、事業創出など数

多くのプロジェクトが同時並行

的に手掛けられています（図 2）。

子どもがまちなかで職業体験を

通じてまちの運営を学ぶ『ピノ

キオプロジェクト』や、自転車

　smt は図書館を中心として、

ギャラリー、プラザ、スタジオ

等から構成された仙台市内にあ

る複合施設です。この施設にも

多様な人々が集まり、数多くの

活動が行われていますが、最新

メディアを駆使しながらこれら

の活動を情報発信している実験

性こそが smt の特徴です。まさ

に、メディアを実体験する博物

館。

　近年では、観たり聴いたりす

るだけでなく、博物館が持って

いる情報収集機能を活かして分

析や発信をするまちづくりの拠

点施設が増えてきましたが、smt

はその先駆けの一つといえるで

しょう。

　smtもUDCKと同じように様々

なアクティビティを生み出して

いますが、こうしたすべてのプ

ロジェクトにアイコンやロゴ

マークが作られています（図 3）。

こうして活動にロゴマークを与

えてシンボル化し、みんなで共

有することがプロジェクトには

大切なのです。

―アクティビティから

まちを再生する

+ ross point
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カワラバン

　私が小学生だった頃、月に一回、犬山

から いりなか の教会に通っていたんで

すよ。金山橋にあるバス停を利用してい

たんですが、バス停の前にあやしい屋台

があってね。マムシとかトカゲを焼いた

のとかを売っていたんです。

　これが「金山」の強烈な印象として残っ

ていますね。

　当時から金山はいろんな文化が

集まる異文化交流の結節点だった

のかな。

金山の想い出

図 3　smt で行われている
プロジェクトのロゴマーク

【smt HP より転載】 メージを共有していくことも重

要になってきます。

―まちづくりの大義

　今この地域のまちづくりを考

えるうえで、リニアインパクト

を抜きに語ることはできません。

　2027 年のリニア開通に向け

て、名古屋が単なる通過点にな

らないで、人がこの地域に留ま

るようにするためには、周辺地

域を含めた名古屋大都市圏の魅

力を高めなくてはいけません。

　高蔵寺ニュータウンにおいて

は、この名古屋大都市圏の住宅

地としての地域ブランドを形成

することが、まちの再生の切り

口になってくるのだと思ってい

ます。そのためにも、周辺の桃

花台や志段味とも連携すること

で、郊外住宅地エリアとしてブ

ランドを確立することが重要に

なってきます。これは一つのま

公共 民間 大学× ×

柏市

千葉県

柏市まちづくり公社

東京大学

千葉大学

柏商工会議所
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図 1　UDCK の組織イメージ
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　この会の立ち上げにあたっては、この地

区の事情が大きく関わっていたことは否定

のしようがありません。今回、服部先生の

お話を聴いて心に突き刺さりました。気持

ちを新たに歩を進めようと決意しました。

　紙面には記載されていませんが、服部先

生のお話の中で UDCK の創設者でもある北

沢猛氏のことが触れられました。UDCK の

ホームページには、北沢氏によるアーバン

デザインセンターの構想が出ています。

ぜひご覧ください。

UDCK HP http://www.udck.jp/

ｓｍｔHP http://www.smt.jp/

Editor’ s Note

Introduction

金山地区のまちづくりを語る会 事務局（公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

担当：経営企画室　戸田・近藤　TEL 052(222)2315

第 3回   金山地区のまちづくりを語る会 開催のご案内

金山のまちづくりを語る会 が、

金山のまちづくりに関わる皆さんにとっての

「交流や情報の結節点」でありたい。

次々と新たな活動が生まれるような、

「創造力の結節点」といえる場でありたい。

そんな願いを込めて、本誌の名前を

『NODE　【結節】』としました。

◆ 日　時 ：  平成 27 年 9月 2日（水）　午後 3時 30 分から午後 5時 30 分まで

◆ 場　所 ：  名古屋都市センター 11 階　ホール  　中区金山町 1丁目 1番（金山南ビル）

　　　　　  ※ 金山南ビル内中央にあるシースルーエレベーターをご利用ください。

◆ 内　容 ：  ① 各団体のまちづくり活動について（情報交換）

　　　　      ② WS「いま考える　わたしたちの金山」（仮題）

　　　　　       ファシリテーター：パブリックハーツ株式会社　水谷　香織　さん

◆ その他 ： 当会終了後に交流会を予定しています。併せてご参加ください。

　　　　　時　間：午後 5時 45 分から　　会　費：3500 円

　今回の語る会は、まちの核になる「文化施設」にスポッ

トライトをあてました。そこで、語る会の参加メンバー

である下記の施設の方々から、それぞれの活動について

お話を頂きました。

◆名古屋フィルハーモニー交響楽団

　嶌村　麻美子　氏

◆名古屋ボストン美術館

　小嶋　浩嗣　氏

◆名古屋都市センター

　加賀谷　歩三　氏

　6 月 15 日に開催された名古屋市の『第一回金山駅周辺

まちづくり構想懇談会』の報告がありました。

◆名古屋市住宅都市局まちづくり企画課

　田村　正史　氏

　なお、2015 年は名古屋フィルハーモニー交響楽団が

創立 50 周年を迎えるそうです。金山に集う仲間として

一緒に盛り立てていきましょう！

今回は参加者の皆さんと一緒に、気軽に

金山のまちのことを話し合いたいと考え

ています！

皆さんのご参加をお待ちしています！
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図 2　UDCK で行われたプロジェクト
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　私は、元々は都市計画のよう

な制度ではなくアーバンデザイ

ンを専門とし、都市空間の設計

や景観デザイン、まちづくりを

手掛けていました。しかし、ま

ちづくりを実践する中で、空間

のデザインに先行してアクティ

ビティ（取り組みや活動のこと）

をデザインする必要があると感

じるようになりました。以来、

アーバンデザインではなくアー

バンアクティビティデザインを

提唱し、実践しています。

　今回の講演会では、関わった

プロジェクトや参考事例を紹介

しながら、まちづくりにおいて

アクティビティをデザインするこ

との大切さを話そうと思います。

information 第 10 回　金山夏まつり（主催 金山橋連合商店街振興組合）

今年で 10 回目を迎える「金山夏まつり」。毎年、商店街の皆さんの熱意により多種多様な

趣向で皆さんをお迎えしています !!

「第 10 回」という記念すべき年。ご家族お誘いあわせのうえ、ぜひお出かけください !!

●日　時：平成 27 年 8 月 1 日（土）・2 日（日）

●場　所：日本特殊陶業市民会館（メイン会場）、音楽プラザ、アスナル金山、その他

第 6 回　金山ナイト盆おどり（主催 金山商店街振興組合）

ホテルの宴会場で開催される日本一 (!?) 快適な盆踊り。食べて !! 飲んで !! 踊って !! の

大盛り上がり !!!!（グルメも食す価値アリ !!）ぜひ、ご来場ください。

●日　時：平成 27 年 8 月 3 日（月）・4 日（火）　17:30 ～ 21:00
●場　所：ＡＮＡクラウンプラザホテルグランコート名古屋 7 階大宴会場

●その他：入場券（1,200 円 /700 円のチケット付）が必要です。（前売り券 1,000 円好評発売中 !!）

本日の先生：　服部　敦　さん　

中部大学工学部都市建設工学科教授
1967 年愛知県犬山市生まれ。工学博士。
東京大学工学部都市工学科卒業。建設省を
経て、内閣官房・内閣府で特区・地域再生
を担当。2007 年に退官し、以来現職。
都市計画、都市デザインに関する教育・研
究のかたわら、各地のまちづくりのプロジェ
クトに企画、マネジメントの立場で参加。カナヤマノ

マチヅクリ

カワラバン

カナヤマノ

マチヅクリ

カタルカイカタカナ

Kamaka kanayama
machizukuri
kawaraban
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―アクティビティを

情報デザインにつなげる

　春日井市にある高蔵寺ニュー

タウンは、戦後日本を代表する

三大ニュータウン開発の一つで

す。この頃に開発されたニュー

タウンでは、現在、高齢化やゴー

ストタウン化が危惧されている

ものもありますが、高蔵寺ニュー

タウンにおいては、まだそんな

段階にはいたっていません。た

だ、新しい人が入ってこないと

いう問題は生じています。今、

高蔵寺には住宅地としてのブラ

ンド的魅力がなくなってきてい

るので、このままにしておくと、

まちとしての活気が失われるこ

とが危ぶまれます。

　私は春日井市の市政アドバイ

ザーとして、この高蔵寺ニュー

タウンの再生計画に携わってい

ます。まず、プランを作る前に、

関係者をつなぎ合わせるところ

からスタートしました。中学校

区単位で「まち語りサロン」を

開催して、地域の方々の声を聴

いて回りました。また UR 都市機

構や春日井市役所の間で、まち

づくりに関する覚書を交わして

います。人をつなげるために２

年余りを費やしましたが、関係

者がつながって一体感がでてき

たところで初めてマスタープラ

ンを作り始められるのです。

　次なる一歩としては、小学校

の統廃合によって生まれた空き

施設を活用してまちづくりの拠

点をつくることを考えています。

そこを運営する「まちづくり会

私たちは今、なぜこの金山地区のまちづくりを考えようとしているのでしょうか？

日本各地には、シャッター街になってしまった商店街や空き家になってしまった住宅地の話がちらほら。

しかし、金山のまちはこのままでも十分楽しく、便利です。

しかも、道を一筋入れば、静けささえも感じることができます。

ではなぜ今、まちづくりについて考えるのでしょう？　漠然とした焦燥感からでしょうか？

本日は中部大学の服部敦教授をむかえて、その答えを探そうと思います。

Urban Activity Design

社」を民間と行政の資本をいれ

て立ち上げる計画をしています。

このまちづくり会社が高蔵寺

ニュータウンのアーバンデザイ

ンセンターになるように、まず

は多様なアクティビティの創出

の場として成長させ、施設をは

じめ、まちの空間デザインにつ

なげていくことを目指します。

情報化してまちのブランドイ

メージをあげていくことは重要

ですからロゴマークを作ってイ
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や電動バイクなどを共同利用す

るシステムである『モビリティ・

シェアリング実証実験』等々。

これだけ多くのプロジェクトが

次々と立ち上がり実施できてい

るのは、民間企業による資本投

資や人的支援などの全面的後押

しがあったからこそです。

　UDCK では「この街では面白い

ことが起きる」という都市のブ

ランドイメージを立ち上げて、

デザインし、対外的に情報発信

することに力を入れていますが、

これこそが UDCK で複数のプロ

ジェクトがすすんだ要因なので

す。また、こうした多様なアク

ティビティが生じた結果、みん

なが活動する空間が必要とされ

るようになり、空間設計へとつ

ながっているのです。

―つなぐ・情報化する

　この二つのまちづくりの拠点

にみられるように、関係者をつ

なぎ、プロジェクトをデザイン

するとともに情報化して発信を

することが、多様なアクティビ

ティを絶えず創出する秘訣なの

だと考えられます。

　さて、ここからは私の最新プ

ロジェクトである、まちづくり

についてのお話です。

　まずは、まちづくりの拠点と

なっている二つの施設について

のお話です。

ちの計画なのではなく、リニア

インパクトによる流入人口増加

を見据えた名古屋大都市圏全体

に影響を与える構想なのです。

　まちづくりを考える際には、

「駅周辺施設の老朽化」や「公園

の整備」などといった地域の事

情から発想していては駄目です。

自分たちのまちが活性化したと

きに、周りの地域にどのような

影響を与えるのかということを

見つけ、アピールすることが大

事なのです。これこそが「まち

づくりの大義」になるのです。

―金山のまちづくりの大義

を考える

　金山のまちづくりを考えるに

おいても、金山が名古屋大都市

圏においてどのような役割を担

うべきかということ、すなわち

「まちづくりの大義」を見つけて

いかなければいけません。その

際にヒントとなるのが、金山の

地形的、都市構造的特性です。

　金山は名古屋城と熱田を結ぶ

都市軸上にあり、熱田台地とい

う安定した地盤を持ち、鉄道交

通網の結節点に位置付けられて

います。こうした「名古屋のへそ」

とも言える都市構造的特性が、

金山の「まちづくりの大義」を

みつける上での切り口になるの

ではないでしょうか。

―最後に
    

　金山のように既に成熟した街

が未来を見据えたとき、より良

い空間をつくるためにはどうす

ればよいのでしょうか。どんな

建物をつくり、どんな道を通す

のかということよりも前に、金

山にどんなアクテビティが必要

かという発想をすることが重要

です。様々なアクテビティが立

ち上がり、そのアクテビティに

見合った空間にまちをつくり変

えていくことが大切なのです。

(柏の葉アーバンデザインセンター）
UDCK

( せんだいメディアテーク）
smt

高蔵寺
リ・ニュータウン

+ （cross point)

Node
Node

NODE

―アクティビティを

空間デザインにつなげる

　UDCK は千葉県のつくばエクス

プレス柏の葉キャンパス駅前地

区のまちづくりに関わるセン

ターです。つくばエクスプレス

の駅が建設されただけの更地状

態だったこのエリアに、まちづ

くりの仕掛けとして UDCK が

2006 年に設立されました。　　

　UDCK では、公共・民間・大学

の連携をはかり（図 1）、研究や

学習、エリアデザインやエリア

マネジメント、事業創出など数

多くのプロジェクトが同時並行

的に手掛けられています（図 2）。

子どもがまちなかで職業体験を

通じてまちの運営を学ぶ『ピノ

キオプロジェクト』や、自転車

　smt は図書館を中心として、

ギャラリー、プラザ、スタジオ

等から構成された仙台市内にあ

る複合施設です。この施設にも

多様な人々が集まり、数多くの

活動が行われていますが、最新

メディアを駆使しながらこれら

の活動を情報発信している実験

性こそが smt の特徴です。まさ

に、メディアを実体験する博物

館。

　近年では、観たり聴いたりす

るだけでなく、博物館が持って

いる情報収集機能を活かして分

析や発信をするまちづくりの拠

点施設が増えてきましたが、smt

はその先駆けの一つといえるで

しょう。

　smtもUDCKと同じように様々

なアクティビティを生み出して

いますが、こうしたすべてのプ

ロジェクトにアイコンやロゴ

マークが作られています（図 3）。

こうして活動にロゴマークを与

えてシンボル化し、みんなで共

有することがプロジェクトには

大切なのです。

―アクティビティから

まちを再生する

+ ross point

kanayama

カナヤマノ

マチヅクリ

カワラバン

　私が小学生だった頃、月に一回、犬山

から いりなか の教会に通っていたんで

すよ。金山橋にあるバス停を利用してい

たんですが、バス停の前にあやしい屋台

があってね。マムシとかトカゲを焼いた

のとかを売っていたんです。

　これが「金山」の強烈な印象として残っ

ていますね。

　当時から金山はいろんな文化が

集まる異文化交流の結節点だった

のかな。

金山の想い出

図 3　smt で行われている
プロジェクトのロゴマーク

【smt HP より転載】 メージを共有していくことも重

要になってきます。

―まちづくりの大義

　今この地域のまちづくりを考

えるうえで、リニアインパクト

を抜きに語ることはできません。

　2027 年のリニア開通に向け

て、名古屋が単なる通過点にな

らないで、人がこの地域に留ま

るようにするためには、周辺地

域を含めた名古屋大都市圏の魅

力を高めなくてはいけません。

　高蔵寺ニュータウンにおいて

は、この名古屋大都市圏の住宅

地としての地域ブランドを形成

することが、まちの再生の切り

口になってくるのだと思ってい

ます。そのためにも、周辺の桃

花台や志段味とも連携すること

で、郊外住宅地エリアとしてブ

ランドを確立することが重要に

なってきます。これは一つのま

公共 民間 大学× ×

柏市

千葉県

柏市まちづくり公社

東京大学

千葉大学

柏商工会議所

田中地域ふるさと協議会

三井不動産

首都圏新都市鉄道

図 1　UDCK の組織イメージ
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　この会の立ち上げにあたっては、この地

区の事情が大きく関わっていたことは否定

のしようがありません。今回、服部先生の

お話を聴いて心に突き刺さりました。気持

ちを新たに歩を進めようと決意しました。

　紙面には記載されていませんが、服部先

生のお話の中で UDCK の創設者でもある北

沢猛氏のことが触れられました。UDCK の

ホームページには、北沢氏によるアーバン

デザインセンターの構想が出ています。

ぜひご覧ください。

UDCK HP http://www.udck.jp/

ｓｍｔHP http://www.smt.jp/

Editor’ s Note

Introduction

金山地区のまちづくりを語る会 事務局（公益財団法人名古屋まちづくり公社） 

担当：経営企画室　戸田・近藤　TEL 052(222)2315

第 3回   金山地区のまちづくりを語る会 開催のご案内

金山のまちづくりを語る会 が、

金山のまちづくりに関わる皆さんにとっての

「交流や情報の結節点」でありたい。

次々と新たな活動が生まれるような、

「創造力の結節点」といえる場でありたい。

そんな願いを込めて、本誌の名前を

『NODE　【結節】』としました。

◆ 日　時 ：  平成 27 年 9月 2日（水）　午後 3時 30 分から午後 5時 30 分まで

◆ 場　所 ：  名古屋都市センター 11 階　ホール  　中区金山町 1丁目 1番（金山南ビル）

　　　　　  ※ 金山南ビル内中央にあるシースルーエレベーターをご利用ください。

◆ 内　容 ：  ① 各団体のまちづくり活動について（情報交換）

　　　　      ② WS「いま考える　わたしたちの金山」（仮題）

　　　　　       ファシリテーター：パブリックハーツ株式会社　水谷　香織　さん

◆ その他 ： 当会終了後に交流会を予定しています。併せてご参加ください。

　　　　　時　間：午後 5時 45 分から　　会　費：3500 円

　今回の語る会は、まちの核になる「文化施設」にスポッ

トライトをあてました。そこで、語る会の参加メンバー

である下記の施設の方々から、それぞれの活動について

お話を頂きました。

◆名古屋フィルハーモニー交響楽団

　嶌村　麻美子　氏

◆名古屋ボストン美術館

　小嶋　浩嗣　氏

◆名古屋都市センター

　加賀谷　歩三　氏

　6 月 15 日に開催された名古屋市の『第一回金山駅周辺

まちづくり構想懇談会』の報告がありました。

◆名古屋市住宅都市局まちづくり企画課

　田村　正史　氏

　なお、2015 年は名古屋フィルハーモニー交響楽団が

創立 50 周年を迎えるそうです。金山に集う仲間として

一緒に盛り立てていきましょう！

今回は参加者の皆さんと一緒に、気軽に

金山のまちのことを話し合いたいと考え

ています！

皆さんのご参加をお待ちしています！
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